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「
孝
」
は
儒
家
の
最
も
重
視
す
る
徳
目
の
―
つ
で
あ
り
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
も
古
来
よ
り
さ
ま
ざ
ま
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
「
今
の
孝
な
る
者
は
、
是
れ
能
＜
養
う
と
謂
う
の
み
。
犬

馬
に
至
る
ま
で
、
皆
な
能
＜
養
う
有
り
。
敬
せ
ざ
れ
ば
何
を
以
て

か
別
た
ん
（
子
日
、
今
之
孝
者
、
是
謂
能
養
。
至
於
犬
馬
、
皆
能

有
養
。
不
敬
、
何
以
別
乎
。
）
。
」
（
『
論
語
』
為
政
）
と
あ
る
よ
う

に
、
最
も
基
本
的
な
孝
の
姿
は
「
養
親
」
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
津
田
左
右
吉
氏
は
、
「
儒
家
の
説
に
よ
る
と
、
孝
の

根
本
は
父
母
に
事
へ
る
こ
と
と
父
母
を
養
ふ
こ
と
と
で
あ
る
や
う

に
見
え
る
。
」
（
『
儒
家
の
実
践
道
徳
』
岩
波
書
店
昭
和
一
三
年

十
一
頁
）
と
し
て
、
「
父
母
を
養
ふ
こ
と
」
と
「
父
母
に
事
へ
る

こ
と
」
と
を
「
孝
の
根
本
」
と
し
て
い
る
。

父
母
を
養
い
、
事
え
る
際
に
お
い
て
採
る
べ
き
態
度
を
考
え
る

に
、
『
礼
記
』
に
「
子
婦
の
孝
あ
る
者
、
敬
あ
る
者
は
、
父
母
舅
姑

は
じ
め
に

儒
家
系
文
献
に
お
け
る

「孝」

と

の
命
に
逆
ら
う
こ
と
勿
く
、
怠
る
こ
と
勿
し
（
子
婦
孝
者
、
敬
者
、

父
母
舅
姑
之
命
、
勿
逆
勿
怠
。
）
。
」
（
内
則
）
と
あ
り
、
蓋
仲
舒
が

河
間
献
王
の
「
『
孝
経
』
日
く
、
「
夫
れ
孝
、
天
の
経
、
地
の
義
」
。

何
の
謂
ぞ
や
（
孝
経
日
、
夫
孝
、
天
之
経
、
地
之
義
。
何
謂
也
。
）
。
」

と
の
下
問
に
対
し
て
、
「
敢
え
て
父
の
意
の
如
き
を
致
さ
ざ
ら
ざ
る

は
、
人
為
る
の
道
を
尽
く
す
な
り
（
不
敢
不
致
如
父
之
意
、
尽
為

人
之
道
也
。
）
。
」
（
『
春
秋
繁
露
』
五
行
対
章
）
と
し
て
、
父
の
意

に
従
う
こ
と
を
五
行
の
一
っ
と
し
て
答
え
て
い
る
よ
う
に
、
「
父
母

へ
の
服
従
」
は
、
孝
の
内
容
と
し
て
最
も
基
本
的
な
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
桑
原
隙
蔵
氏
は
、
「
子
は
い
か
な
る
場

合
で
も
、
父
母
に
絶
対
的
服
従
を
要
す
る
。
こ
れ
が
中
国
人
の
孝

道
で
あ
る
。
」
（
「
支
那
の
孝
道
殊
に
法
律
上
よ
り
観
た
る
支
那
の

孝
道
」
『
狩
野
教
授
還
暦
記
念
支
那
学
論
叢
』
弘
文
堂
書
房
昭
和

三
年
後
に
、
『
中
国
の
孝
道
』
講
談
社
一
九
七
七
年
）
と
し
て

い
る
。以
上
の
よ
う
に
、
「
父
母
へ
の
服
従
」
は
儒
家
の
推
奨
す
る
「
孝
」

「
不
服
従
」

と
の
関
係

佐

野

大

介
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第

の
あ
り
方
と
し
て
普
遍
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

ど
う
し
て
も
親
の
命
に
し
た
が
う
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
と
い
う

も
の
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
父
母
の
命
に
服
従
し
え
な
い
状
況
に
つ
い
て
、
儒

家
系
文
献
が
ど
の
よ
う
に
「
孝
」
の
枠
内
に
お
い
て
論
理
的
な
整

合
性
を
与
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
論
理
が
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
、
分
析
の

対
象
と
し
て
は
、
中
国
の
全
時
代
を
対
象
と
す
る
の
が
望
ま
し
い

が
、
本
稿
で
は
、
儒
家
的
「
孝
」
の
形
成
•
発
展
期
に
あ
た
る
先

秦
よ
り
漢
代
に
お
け
る
儒
家
系
文
献
を
中
心
と
す
る
。

諫
争
の
目
的

「
親
に
対
す
る
服
従
」
は
孝
の
重
要
な
一
部
で
あ
る
が
、
こ
の

服
従
も
無
制
限
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
親
の
命
に
従
う
こ
と

が
出
来
な
い
場
合
、
対
応
は
「
不
服
従
」
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

そ
の
う
ち
、
先
ず
、
「
不
服
従
」
に
当
た
る
行
為
の
う
ち
で
も
積
極

的
な
対
応
と
し
て
、
子
が
父
母
を
諫
争
す
る
場
合
に
つ
い
て
考
察

す
る
（
注
1
)
°
諫
争
は
、
『
論
語
』
を
初
め
と
す
る
先
秦
か
ら
漢
代
に

か
け
て
の
儒
家
系
文
献
に
頻
出
し
、
孝
を
そ
の
名
に
冠
す
る
唯
一

の
経
書
で
あ
る
『
孝
経
』
に
は
、
「
諫
争
章
」
と
し
て
一
章
が
立
て

ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
諫
争
は
明
ら
か
に
父
母
に
対
す

る
「
不
服
従
」
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
。

後
に
取
り
上
げ
る
『
孝
経
』
・
『
荀
子
』
・
『
礼
記
』
な
ど
は
、
諫

争
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
、
諫
争
を
「
孝
」
の
部
分
で
あ
る
と
規

定
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
不
服
従
」
を
「
孝
」
と
す
る
微
妙
な

論
理
か
ら
か
、
抽
象
的
に
諫
争
に
つ
い
て
論
じ
、
理
論
上
は
実
行

を
容
認
す
る
文
献
に
比
し
て
、
実
際
に
行
な
わ
れ
た
諫
争
に
つ
い

て
記
録
す
る
文
献
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
非
常
に
稀
で
あ
る
。

数
少
な
い
例
の
一
っ
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

い
づ
く

『
孝
子
伝
』
日
く
、
原
穀
は
、
何
許
の
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。

祖
年
老
い
、
父
母
之
を
厭
患
し
、
意
、
之
を
棄
て
ん
と
欲

す
。
穀
、
年
十
五
。
悌
泣
し
て
苦
諫
す
。
父
母
従
わ
ず
。
乃

ち
輿
を
作
り
て
屏
き
、
之
を
棄
つ
。
穀
乃
ち
随
い
、
輿
を
収

め
て
帰
る
。
父
之
に
謂
い
て
日
く
、
「
爾
、
焉
ん
ぞ
此
の
凶

具
を
用
い
ん
。
」
。
穀
云
え
ら
く
、
「
後
、
父
老
え
ば
、
更
に

作
り
て
得
る
能
わ
ず
、
是
を
以
て
之
を
取
る
の
み
。
」
と
。
父

感
悟
愧
憚
し
、
乃
ち
祖
を
載
せ
て
帰
り
侍
養
す
。
剋
己
し
て

自
ら
責
め
、
更
に
純
孝
と
成
る
。
穀
純
孫
為
り
（
孝
子
伝
日
、

原
穀
者
、
不
知
何
許
人
。
祖
年
老
、
父
母
厭
患
之
、
意
欲
棄

之
。
穀
年
十
五
。
悌
泣
苦
諫
。
父
母
不
従
°
乃
作
輿
屏
棄
之
。

穀
乃
随
、
収
輿
帰
。
父
謂
之
日
、
爾
焉
用
此
凶
具
。
穀
云
、

後
父
老
、
不
能
更
作
得
、
是
以
取
之
耳
。
父
感
悟
愧
憚
、
乃

(13) 
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父
母
に
過
ち
有
れ
ば
、
気
を
下
し
色
を
恰
せ
、
声
を
柔
ら
か

載
祖
帰
侍
養
。
剋
己
自
責
、
更
成
純
孝
。
穀
為
純
孫
。
）
。
（
『
太

平
御
覧
』
巻
五
一
九
）

こ
れ
は
、
祖
父
を
棄
て
よ
う
と
し
た
父
に
対
し
て
、
そ
の
子
が

父
を
改
心
さ
せ
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
そ
の
際
の
原
穀
の
言
は
、

己
の
父
を
棄
て
る
こ
と
を
匂
わ
せ
た
、
い
わ
ば
桐
喝
と
も
い
え
る

も
の
で
あ
り
、
無
制
限
な
「
服
従
」
を
孝
と
考
え
る
見
地
か
ら
は

容
認
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
『
孝

子
伝
』
（
注
2
)

に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
孝
子
伝
』
は
、

こ
の
桐
喝
を
「
孝
」
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
認
め
て
い
る
と
い

え
る
。
そ
う
し
て
、
父
の
意
に
従
わ
ず
、
反
っ
て
そ
の
意
と
反
す

る
こ
と
を
勧
め
る
こ
の
苦
言
は
諫
争
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
本
来
な
ら
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る
は
ず
の
「
諫

争
」
と
は
、
ど
の
様
な
状
況
下
に
お
い
て
容
認
さ
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
以
下
、
儒
家
系
文
献
に
お
い
て
、
理
論
上
「
諫
争
す
べ
き
」

状
況
を
設
定
し
て
い
る
文
章
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

そ
の
―
つ
は
、
父
母
が
過
ち
を
犯
し
た
場
合
で
あ
る
。

父
母
に
過
ち
有
れ
ば
、
諫
め
て
逆
ら
わ
ず
（
父
母
有
過
、
諫

而
不
逆
。
）
。
（
『
大
戴
礼
』
曽
子
大
孝
・
『
礼
記
』
祭
義
）

に
し
以
て
諫
む
（
父
母
有
過
、

（
『
礼
記
』
内
則
）

下
気
恰
色
、

柔
声
以
諫
。
）
。

こ
の
よ
う
に
、
「
父
母
有
過
」
と
い
う
状
況
は
、
諫
争
す
べ
き
状

況
を
説
明
す
る
語
句
と
し
て
定
型
化
さ
れ
た
も
の
の
―
つ
で
あ
る

と
い
え
る
。

津
田
左
右
吉
氏
は
、
「
親
に
対
す
る
殆
ど
絶
対
的
な
服
従
が
子
に

対
し
て
要
求
せ
ら
れ
親
が
子
に
対
し
て
大
な
る
権
威
を
有
す
る
も

の
と
せ
ら
れ
る
こ
と
」
は
「
親
が
年
齢
、
能
力
、
知
識
に
於
い
て

優
れ
て
」
（
津
田
氏
前
掲
書
二

0
頁
）
い
る
と
い
う
事
実
が
基
礎
と

な
っ
て
い
る
と
す
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
『
論
語
』
に
お
い
て
は
、
「
養
親
」
よ

り
も
「
敬
親
」
を
上
位
の
孝
と
し
て
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、

「
父
母
有
過
」
と
い
う
状
況
設
定
に
お
い
て
、
父
母
の
行
為
が
「
過

ち
」
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
の
は
子
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
こ
で
子
は
、
親
を
盲
目
的
に
敬
し
て
は
お
ら
ず
、
少
な
く
と
も

そ
の
状
況
下
に
お
い
て
は
父
母
の
判
断
力
よ
り
も
己
の
判
断
力
が

勝
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
儒

家
系
文
献
も
こ
の
よ
う
な
状
況
の
存
在
す
る
可
能
性
を
認
め
、
「
不

服
従
」
を
容
認
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
こ
の
「
過
ち
」
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為
を
指
す
の
で
あ

ろ
う
か
。
先
の
『
礼
記
』
の
旧
注
・
『
大
戴
礼
』
の
王
聘
珍
注
に
は

(14) 
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故
に
、
不
義
に
当
れ
ば
、
則
ち
子
以
て
父
に
争
わ
ざ
る
べ
か

特
に
「
過
」
に
対
す
る
語
釈
は
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
『
孝
経
』
諫

争
章
に
お
い
て
、
御
注
「
父
に
失
あ
れ
ば
則
ち
諫
む
。
故
に
不
義

に
陥
る
を
免
る
（
父
失
則
諫
。
故
免
陥
於
不
義
。
）
。
」
に
対
応
す

る
邪
疏
は
、
こ
こ
で
引
用
し
た
『
礼
記
』
内
則
篇
の
「
父
母
に
過

ち
有
れ
ば
、
気
を
下
し
色
を
恰
せ
、
声
を
柔
ら
か
に
し
以
て
諫
む
。
」

や
曲
礼
篇
の
「
子
の
親
に
事
う
る
や
、
三
た
び
諫
め
て
聴
か
ざ
れ

ば
、
則
ち
号
泣
し
て
之
に
随
う
（
子
之
事
親
也
、
三
諫
而
不
聴
、

則
号
泣
而
随
之
。
）
。
」
を
引
き
、
「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
父
に
非
有
れ

ば
、
故
よ
り
須
く
之
を
諫
む
る
に
正
道
を
以
て
し
、
不
義
に
陥
る

を
免
れ
ん
こ
と
を
庶
う
べ
し
、
と
（
言
、
父
有
非
、
故
須
諫
之
以

正
道
、
庶
免
陥
於
不
義
也
。
）
。
」
と
す
る
。
邪
疏
に
依
れ
ば
、
「
過

ち
」
は
、
放
っ
て
お
け
ば
「
不
義
に
陥
る
」
よ
う
な
も
の
、
も
し

く
は
「
義
に
背
く
」
と
い
う
「
過
ち
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
、
「
過
ち
」
は
、
そ
の
結
果
「
不
義
」
に
陥
る
が
た
め

に
是
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
諫
争
の
目
的
は
不
義
の
是
正

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
3
)
0

「
義
」
自
体
を
諫
争
の
条
件
と
す
る
も
の
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
（
注
4
)
0

義
に
従
い
て
父
に
従
わ
ざ
る
は
、
人
の
大
行
な
り
（
従
義
不

従
父
、
人
之
大
行
也
。
）
。
（
『
荀
子
』
子
道
）

こ
こ
で
は
、
「
義
」
が
「
父
命
」
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
対
象

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
注
5
)
0

こ
の
「
義
」
に
つ
い
て
、
津
田
左
右
吉
氏
は
、
「
理
論
的
に
は
、

こ
れ
は
父
母
の
命
の
外
に
、
或
い
は
其
の
上
に
、
孝
子
の
守
る
べ

き
道
徳
的
規
範
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
（
津
田
氏
前
掲

書
―
―
八
頁
）
と
し
、
玉
置
重
俊
氏
は
、
「
「
道
義
」
を
尊
重
す

る
精
神
の
ほ
う
が
、
親
と
子
の
間
の
情
愛
に
勝
っ
て
き
た
」
（
「
中

国
古
代
に
お
け
る
「
孝
」
に
つ
い
て
」
『
北
海
道
情
報
大
学
紀
要
』

第
六
巻
第
二
号
平
成
七
年
）
と
し
、
森
熊
男
氏
は
、
儒
家
の
諫

争
論
は
、
「
自
ら
が
「
道
」
・
「
義
」
の
実
践
者
で
あ
る
と
の
「
士

（
知
識
人
）
と
し
て
の
意
識
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
」
（
「
儒

家
の
諫
争
論
ー
そ
の
変
化
の
背
景
ー
」
『
（
岡
山
大
学
教
育
学
部
）

研
究
集
録
』
第
四

0
号
一
九
七
四
年
）
と
す
る
。
ま
た
、
池
沢

優
氏
は
、
「
『
論
語
』
や
『
孟
子
』
と
比
較
す
る
な
ら
、
『
孝
経
』

の
諌
言
に
つ
い
て
の
思
想
は
、
は
る
か
に
社
会
正
義
の
方
に
重
点

を
置
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
」
（
「
『
孝
経
』
の
思
想
ー
孝
の
宗

教
学
•
そ
の
六
ー
」
『
筑
波
大
学
地
域
研
究
』
―
二
平
成
六
年
）

と
し
、
諫
争
章
と
事
君
章
と
の
テ
ー
マ
を
「
孝
と
は
父
母
に
従
う

よ
り
も
社
会
正
義
に
従
う
も
の
で
あ
り
、
君
主
の
諌
言
も
こ
の
上

ら
ず
（
故
当
不
義
、
則
子
不
可
以
不
争
於
父
。
）
。
（
『
孝
経
』

諫
争
章
）

(15) 
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に
正
当
化
さ
れ
る
」
（
池
沢
氏
前
掲
論
文
）
と
す
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
「
義
」
を
、
あ
る
社
会
正
義
（
所
謂
「
道

義
」
）
と
考
え
、
そ
れ
が
親
の
命
よ
り
優
先
さ
れ
る
、
と
い
う
点
を

重
視
し
た
も
の
で
あ
る
（
注
6
)
。
こ
れ
ら
の
意
見
か
ら
は
、
「
道
義
」

が
親
子
と
い
う
近
親
関
係
の
理
論
に
優
越
す
る
当
為
で
あ
る
、
と

い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
康
学
偉
氏
は
、
「
『
孝
経
』
が
諫
争
を
強
調
し
、
義
に
従

っ
て
父
に
従
わ
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
、
そ
の
意
義
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
当
然
君
権
の
利
益
を
守
る
た
め
に
出
た
も
の
で
、
こ
こ

で
言
う
「
義
」
は
、
指
し
示
す
も
の
が
君
主
統
治
の
観
念
に
符
合

す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
（
那
庖
、
《
孝
経
》
強
調
諫
詳
、
主
張
従
義

不
従
父
、
其
意
義
何
在
咀
？
当
然
是
従
維
護
君
権
利
益
出
発
的
、

這
裏
所
謂
的
「
義
」
、
無
疑
指
的
是
符
合
於
君
主
統
治
的
観
念
。
）
。
」

（
『
先
秦
孝
道
研
究
』
文
津
出
版
社
一
九
九
一
年
二

0
五
頁
）

と
し
、
君
臣
関
係
と
の
相
同
性
を
指
摘
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
曹
方
林
氏
は
、
当
条
の
「
不
義
」
に
つ
い
て
、

「
他
人
の
利
益
に
危
害
を
加
え
、
本
人
の
栄
誉
を
損
う
も
の
を
不

義
と
総
称
す
る
こ
と
が
解
る
（
可
見
危
害
他
人
利
益
、
有
損
個
人

栄
誉
、
統
称
不
義
）
。
」
（
『
孝
道
研
究
』
巴
蜀
書
社
二

0
0
0
年

七
一
頁
）
と
し
、
「
親
の
栄
誉
を
損
う
」
と
い
う
、
親
に
対
す
る

指
向
性
を
意
識
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
儒
家
に
お
い
て
諫
争
の
根
拠
と
な
る
「
義
」
に

つ
い
て
は
様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
「
義
」

と
は
、
父
子
間
の
情
愛
と
は
無
関
係
か
つ
独
立
し
た
道
徳
的
規
範

で
あ
り
、
近
親
関
係
と
対
立
し
、
あ
る
意
味
で
優
越
す
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
先
に
あ
げ
た
『
荀
子
』
の
一
段
に
続
く
一
段
を
用
い

て
考
察
を
加
え
る
。

孝
子
の
命
に
従
わ
ざ
る
所
以
の
も
の
三
有
り
。
命
に
従
え
ば

則
ち
親
危
う
く
、
命
に
従
わ
ざ
れ
ば
則
ち
親
安
き
と
き
は
、

命
に
従
わ
ざ
る
は
乃
ち
衷
な
り
。
命
に
従
え
ば
則
ち
親
辱
し

め
ら
れ
、
命
に
従
え
ば
則
ち
親
栄
な
る
と
き
は
、
孝
子
の
命

に
従
わ
ざ
る
は
乃
ち
義
な
り
。
命
に
従
え
ば
則
ち
禽
獣
た
り
、

命
に
従
わ
ざ
れ
ば
則
ち
脩
飾
す
る
と
き
は
、
孝
子
の
命
に
従

わ
ざ
る
は
乃
ち
敬
な
り
（
孝
子
所
以
不
従
命
有
三
。
従
命
則

親
危
、
不
従
命
則
親
安
、
孝
子
不
従
命
乃
衷
。
従
命
則
親
辱
、

不
従
命
則
親
栄
、
孝
子
不
従
命
乃
義
。
従
命
則
禽
獣
、
不
従

命
則
脩
飾
、
孝
子
不
従
命
乃
敬
。
）
。
（
『
荀
子
』
子
道
）

こ
こ
で
、
『
荀
子
』
は
「
命
に
従
っ
た
場
合
」
と
「
命
に
従
わ
な

か
っ
た
場
合
」
と
を
そ
れ
ぞ
れ
三
例
あ
げ
、
命
に
従
っ
て
、
親
が

「
危
」
・
「
辱
」
・
「
禽
獣
」
と
な
る
場
合
は
従
う
べ
き
で
は
な
い
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
当
条
は
諫
争
に
関
す
る
文
脈
で
あ
る
か
ら
、

「
不
服
従
」
の
場
合
は
諫
争
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

(16) 



3285 

「
父
母
の
不
義
」
に
対
し
て
諫
争
が
行
な
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
、
諫
争
す
べ
き
「
父
母
の
不
義
」
は
、
「
そ
の
行
為
が
不
義
で

あ
る
こ
と
」
と
、
「
そ
の
行
為
者
が
父
母
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
と

に
分
解
し
得
る
。
で
は
、
諫
争
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
二
者
の
ど

ち
ら
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
そ
の
行
為
が
不

義
で
あ
る
こ
と
」
が
行
為
者
の
誰
か
を
問
わ
ず
重
要
で
あ
る
な
ら
、

「
義
」
は
父
子
間
の
情
愛
と
は
無
関
係
か
つ
独
立
し
た
道
徳
的
規

範
で
あ
ろ
う
し
、
「
行
為
者
が
父
母
で
あ
る
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る

な
ら
、
「
義
」
が
、
「
道
義
」
と
し
て
父
子
関
係
よ
り
独
立
し
て
い

る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
、
あ
る
「
不
義
」
の
行
為
者

が
「
他
人
」
で
あ
る
か
「
父
母
」
で
あ
る
か
の
対
応
の
違
い
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
『
孝
経
』
・
『
荀
子
』
に
は
、
管
見
の
及

ぶ
限
り
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
事
例
は
発
見
し
得
な
か
っ
た
た

め
、
同
じ
儒
家
系
文
献
で
あ
る
『
孟
子
』
を
用
い
て
考
察
す
る
。

ひ

此
に
人
有
り
。
越
人
弓
を
関
き
て
之
を
射
ら
ん
と
せ
ば
、
則

ち
己
談
笑
し
て
之
を
道
は
ん
。
他
無
し
。
之
を
疏
ん
ず
れ
ば

ひ

な
り
。
其
の
兄
弓
を
関
き
て
之
を
射
ら
ん
と
せ
ば
、
則
ち
己

い
た

悌
泣
を
垂
れ
て
之
を
道
わ
ん
。
他
無
し
。
之
を
戚
め
ば
な
り

（
有
人
於
此
。
越
人
関
弓
而
射
之
、
則
己
談
笑
而
道
之
。
無

他
。
疏
之
也
。
其
兄
関
弓
而
射
之
、
則
己
垂
悌
泣
而
道
之
。

こ
こ
で
孟
子
は
、
越
人
と
兄
と
が
同
じ
行
為
（
「
射
之
」
）
を
為

す
例
を
あ
げ
、
親
疎
の
別
に
よ
っ
て
対
応
を
変
え
る
こ
と
を
述
べ

る
。
当
条
の
『
孟
子
正
義
』
に
「
之
を
道
う
、
と
は
、
其
の
射
る

べ
か
ら
ざ
る
を
戒
む
を
謂
う
。
然
る
に
、
疏
な
れ
ば
則
ち
之
を
和

に
言
う
。
故
に
談
笑
す
。
親
な
れ
ば
則
ち
之
を
迫
に
言
う
。
故
に

号
泣
す
。
号
泣
す
る
は
、
則
ち
其
の
之
を
言
い
て
必
ず
受
く
を
欲

す
れ
ば
な
り
（
道
之
、
謂
戒
其
不
可
射
也
。
然
疏
則
言
之
和
。
故

談
笑
。
親
則
言
之
迫
。
故
号
泣
。
号
泣
則
欲
其
言
之
必
受
也
。
）
。
」

と
あ
り
、
こ
の
「
道
う
」
は
、
ほ
ぼ
諫
争
と
重
な
る
と
捉
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
射
之
」
は
、
こ
こ
で
「
不
義
」
と
注
釈
さ

れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
同
一
の
行
為
に
対
し
て
も
、
親
疎
に

よ
っ
て
諫
争
す
る
か
ど
う
か
が
区
別
さ
れ
て
い
こ
と
は
見
て
と
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
「
諫
争
の
理
由
」
は
、
「
射
之
」
と
い

う
行
為
が
「
道
義
」
に
反
し
て
い
る
こ
と
に
で
は
な
く
、
「
行
為
者

が
兄
で
あ
る
」
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
例
か
ら
鑑
み
て
、
「
不
義
」
を
諫
争
せ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由

も
、
そ
の
「
不
義
」
が
「
道
義
」
に
反
し
て
い
る
た
め
と
い
う
よ

り
は
、
そ
の
行
為
者
が
父
母
で
あ
る
こ
と
、
に
重
点
が
お
か
れ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
行
為
者
の
如
何
を
問
わ
な
い

「
不
義
」
な
る
行
為
全
般
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
不
義
を
行

無
他
。
戚
之
也
。
）
。
（
告
子
下
）
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な
う
、
ま
た
は
不
義
の
命
令
を
発
す
る
行
為
者
が
父
母
で
あ
る
た

め
に
不
義
が
否
定
さ
れ
る
と
い
え
る
。
不
義
が
実
行
さ
れ
る
と
、

親
が
不
義
に
陥
る
・
親
が
禽
獣
と
な
る
等
、
親
に
不
利
益
が
及
ぶ
。

そ
の
た
め
に
、
「
親
の
不
義
」
は
諫
争
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

親
の
不
利
益
を
防
止
す
る
こ
と
は
、
当
然
「
孝
」
の
一
部
と
い
え

る
。
つ
ま
り
、
「
義
」
が
、
父
子
関
係
よ
り
独
立
し
「
父
命
」
に
優

越
す
る
よ
う
な
「
道
義
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
先
に
あ
り
、
そ

の
「
道
義
」
に
反
す
る
が
為
に
諫
争
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
単
に

「
父
母
の
不
利
益
を
減
少
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
基
本
的
な
「
孝
」

を
全
う
す
る
こ
と
が
最
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
よ
り
、
「
義
」
と
は
「
父
母
が
そ
れ
に
反
す
る
と
不
利
益
が
及
ぶ

も
の
」
を
名
付
け
た
、
い
わ
ば
後
付
け
の
理
屈
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
そ
う
し
て
、
「
父
母
の
不
利
益
を
減
少
さ
せ
る
」
こ
と
は
、
「
養

親
」
の
部
分
を
な
す
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
注
7
)
o

後
世
、
儒
家
の
家
族
愛
が
「
別
愛
」
な
る
語
を
も
っ
て
椰
楡
さ

れ
た
よ
う
に
、
伝
統
的
に
儒
家
の
道
徳
論
は
近
親
者
か
ら
疎
遠
者

に
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
義
」

も
、
近
親
関
係
の
論
理
に
対
立
し
、
さ
ら
に
優
越
す
る
よ
う
な
普

遍
的
な
当
為
と
し
て
機
能
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
養
親
」
と

い
っ
た
伝
統
的
な
儒
家
的
思
考
の
内
に
あ
る
「
諫
争
」
の
た
め
の

題
目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
『
孝
経
』
諫
争
章
の
「
不
義
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
『
孝

経
』
で
は
、
「
故
に
不
義
に
当
た
り
て
は
、
則
ち
之
を
争
う
。
父
の

令
に
従
う
、
又
、
焉
ん
ぞ
孝
為
る
を
得
ん
や
（
故
当
不
義
則
争
之
、

従
父
之
令
、
又
焉
得
為
孝
乎
。
）
。
」
と
し
て
こ
の
章
を
終
え
て
い

る
た
め
、
『
荀
子
』
の
よ
う
に
続
く
文
章
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
こ
の
た
め
、
諸
注
釈
の
「
不
義
」
の
解
釈
を
検
討
す
る
。

た
と
え
ば
、
『
御
注
』
が
「
争
わ
ざ
る
は
則
ち
忠
孝
に
非
ず
。
」

と
の
み
注
し
、
『
孔
安
国
伝
』
が
「
父
に
不
誼
の
事
有
る
に
値
れ
ば
、

子
以
て
諫
争
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」
と
す
る
よ
う
に
、
経
文
の
「
不

義
」
が
、
具
体
的
に
何
を
指
す
か
に
つ
い
て
解
釈
さ
れ
る
例
は
少

な
い
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
『
鄭
氏
注
』
（
注
8
)

・
『
古
文
孝

経
指
解
』
の
苑
祖
萬
『
説
』
に
「
不
義
」
に
つ
い
て
の
解
釈
が
見

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
二
者
の
「
故
に
、
不
誼
に
当
た
れ
ば
、

則
ち
子
以
て
父
に
争
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」
（
『
孝
経
』
諫
争
章
）

に
対
す
る
注
の
内
、
「
不
義
」
を
行
な
っ
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
取
り
上
げ
る
。

君
父
に
不
義
有
り
て
、
臣
子
諫
評
せ
ざ
る
は
、
則
ち
亡
国
破

家
の
道
な
り
（
君
父
有
不
義
、
臣
子
不
諫
詳
、
則
亡
国
破
家

之
道
也
。
）
。
（
『
臣
軌
』
引
「
鄭
玄
日
」
）

子
争
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
父
を
し
て
不
義
に
陥
り
、
身
を
亡
ぼ

す
に
至
ら
し
む
（
子
不
争
、
則
陥
父
於
不
義
、
至
於
亡
身
。
）
。
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第
二
章

（
『
古
文
孝
経
指
解
』
苑
祖
萬
『
説
』
）

こ
こ
で
は
、
諫
争
せ
ず
に
「
不
義
」
を
実
行
さ
せ
た
場
合
、
「
破

家
」
・
「
亡
身
」
と
い
う
結
果
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
。
「
亡
身
」
は
勿

論
、
「
破
家
」
に
な
れ
ば
父
母
に
と
っ
て
も
不
利
益
で
あ
ろ
う
か
ら
、

こ
れ
ら
の
解
釈
に
共
通
す
る
の
は
、
「
父
母
に
不
利
益
が
及
ぶ
」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
い
づ
れ
も
「
義
」
を
近
親
関
係
の
論
理
よ
り

独
立
し
、
さ
ら
に
優
越
す
る
よ
う
な
普
遍
的
な
原
理

(11
「
道
義
」
）

と
し
て
設
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

諫
争
の
根
拠
と
し
て
「
義
」
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
一
見
「
父

命
」
の
地
位
を
低
く
す
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
諫
争
の

根
拠
と
し
て
「
義
」
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
理
念
と
し

て
は
、
「
義
」
が
「
道
義
」
と
し
て
「
父
命
」
に
優
越
す
る
も
の
と

意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
実
、
実
際
に
は
、

「
義
」
は
「
父
母
の
命
」
に
優
越
し
て
す
る
「
道
義
」
と
し
て
独

立
で
働
く
の
で
は
な
く
、
「
孝
」
の
枠
組
み
の
内
で
諫
争
の
理
由
と

し
て
働
く
概
念
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
諫
争
の
理
由

は
、
「
道
義
」
の
重
視
に
あ
る
の
で
は
な
く
．
、
あ
く
ま
で
も
孝
の
基

本
で
あ
る
「
養
親
」
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

諫
争
不
成
功
時
の
対
応

前
章
で
は
、
諫
争
の
根
拠
と
な
る
「
義
」
が
、
父
母
の
命
に
優

越
す
る
「
道
義
」
で
は
な
く
、
「
養
親
」
の
一
部
と
意
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
確
認
し
た
。

諫
争
は
、
つ
き
つ
め
れ
ば
「
親
の
利
益
」
の
た
め
為
す
べ
き
行

為
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
親
の
利
益
」
の
た
め
と
は
い
え
、
実
行
者

は
子
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
諫
争
」
の
成
功
と
は
、
「
子
が
諫
争
す

る
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
と
、
「
そ
の
諫
争
に
父
母
が
従
う
」
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
と
に
分
解
し
得
る
。
子
の
意
志
に
よ
っ
て
完
全
に
決
定

し
得
る
の
は
前
段
ま
で
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
「
諫
争
は
し
た
が
父

母
が
従
わ
な
い
」
と
い
っ
た
状
況
を
設
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
こ
で
、
儒
家
系
文
献
で
は
こ
う
い
っ
た
状
況
に
ど
う
対
応
す
べ

き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
く
と
も
と
に
か
く
諫
争
を
続
け
る
こ

と
が
重
要
視
さ
れ
る
。

子
日
く
、
父
母
に
事
え
て
幾
諫
す
。
志
の
従
わ
ざ
る
を
見
て

は
、
又
た
敬
し
て
違
わ
ず
、
労
し
て
怨
ま
ず
（
子
日
、
事
父

母
幾
諫
。
見
志
不
従
、
又
敬
不
違
、
労
而
不
怨
。
）
。
（
『
論
語
』

里
仁
）

微
諫
し
て
倦
ま
ず
、
聴
従
し
て
怠
ら
ず
、
忠
信
を
惜
欣
し
て
、

咎
故
生
ぜ
ず
、
孝
と
謂
う
べ
し
（
微
諫
不
倦
、
聴
従
而
不
怠
、

惟
欣
忠
信
、
咎
故
不
生
、
可
謂
孝
突
。
）
。
（
『
大
戴
礼
』
曽
子

(19) 
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諫
め
若
し
入
れ
ら
れ
ざ
れ
ば
、
敬
を
起
こ
し
孝
を
起
こ
す
。

説
べ
ば
則
ち
復
た
諫
め
よ
。
説
ば
ざ
れ
ば
、
其
の
罪
を
郷
党

州
間
に
得
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
熟
諫
す
。
父
母
怒
り
て
説
ば
ず
、

む
ち
う

而
し
て
之
を
撻
ち
血
を
流
す
も
、
敢
て
疾
怨
せ
ず
、
敬
に
起

き
孝
に
起
く
（
諫
若
不
入
、
起
敬
起
孝
、
説
則
復
諫
。
不
説
、

与
其
得
罪
於
郷
党
州
間
、
寧
執
諫
。
父
母
怒
不
説
、
而
撻
之

流
血
、
不
敢
疾
怨
、
起
敬
起
孝
。
）
。
（
『
礼
記
』
内
則
）

子
日
く
、
命
に
従
い
て
念
ら
ず
、
微
諫
し
て
倦
ま
ず
、
労
し

て
怨
ま
ず
、
孝
と
謂
う
べ
き
か
（
子
云
、
従
命
不
念
、
微
諫

不
倦
、
労
而
不
怨
、
可
謂
孝
突
。
）
。
（
『
礼
記
』
坊
記
）

こ
れ
ら
は
、
父
母
が
諫
争
に
従
わ
な
け
れ
ば
、
強
要
す
る
こ
と

な
く
諫
争
を
続
け
る
、
と
い
う
趣
旨
に
ま
と
め
ら
れ
る
（
注
9)°

し

か
し
、
こ
れ
は
「
諫
争
は
し
た
が
父
母
が
従
わ
な
い
」
と
い
っ
た

状
況
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
状
況
が
反
復
す
る
に
過

ぎ
な
い
。
『
孝
経
』
諫
争
章
の
諸
注
の
う
ち
、
『
孝
経
大
義
』
が
「
聴

か
ざ
れ
ば
則
ち
止
め
ず
。
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
止
め
ず
に

諫
争
を
続
け
て
さ
ら
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
に
問
題
を
先
送
り
す

る
こ
と
に
な
る
。

永
久
に
諫
争
を
続
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
た
め
、
「
強
要
し
な
い
」

立
孝
）

こ
と
を
前
提
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
箇
所
か
ら
想
定
さ
れ
る
結

果
は
、
最
終
的
に
「
諫
め
て
逆
ら
わ
な
い
」
と
い
う
も
の
だ
と
予

想
さ
れ
る
。

父
母
之
を
愛
す
れ
ば
、
喜
び
て
忘
れ
ず
。
父
母
之
を
悪
め

ば
、
憚
れ
て
怨
む
こ
と
な
し
。
父
母
に
過
ち
有
れ
ば
、
諫
め

て
逆
ら
わ
ず
（
父
母
愛
之
、
喜
而
不
忘
。
父
母
悪
之
、
憚
而

無
怨
。
父
母
有
過
、
諫
而
不
逆
。
）
。
（
『
大
戴
礼
』
曽
子
大
孝
）

三
諫
し
て
聴
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
号
泣
し
て
之
に
随
う
（
三
諫

而
不
聴
、
則
号
泣
而
随
之
。
）
。
（
『
礼
記
』
曲
礼
下
）

父
母
に
過
ち
有
れ
ば
、
諫
め
て
逆
わ
ず
（
父
母
有
過
、
諫
而

不
逆
。
）
。
（
『
礼
記
』
祭
義
）

こ
れ
ら
の
例
で
は
、
最
終
的
に
は
父
母
に
逆
ら
わ
な
い
。
勿
論
、

そ
れ
は
孟
子
の
い
う
、
「
父
子
の
善
を
責
む
、
恩
を
賊
う
の
大
な
る

者
な
り
（
父
子
責
善
、
賊
恩
之
大
者
。
）
。
（
離
婁
下
）
」
と
い
う
思

想
か
ら
で
は
あ
ろ
う
。
た
だ
、
右
の
曲
礼
下
篇
の
例
で
は
、
「
号
泣
」

の
解
釈
と
し
て
、
例
え
ば
鄭
注
に
は
「
至
親
、
去
る
無
し
。
志
、

之
を
感
動
す
る
に
在
り
（
至
親
無
去
。
志
在
感
動
之
。
）
。
」
と
あ

り
、
邪
疏
に
は
、
「
悟
り
て
之
を
改
む
る
有
る
を
業
う
（
業
有
悟
而

改
之
）
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
で
は
、
た
だ
悲
し
さ
か
ら
泣

く
の
で
は
な
く
、
親
の
心
を
動
か
す
こ
と
に
そ
の
目
的
が
あ
る
と

(20) 
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考
え
ら
れ
る
が
（
注
10)
、
親
が
そ
れ
で
も
行
な
い
を
改
め
ず
、
な
お

か
つ
、
子
が
逆
ら
わ
な
け
れ
ば
父
母
は
「
不
義
」
に
陥
る
こ
と
と

な
る
。以
上
の
例
で
は
、
親
に
強
制
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
諫
争
に
よ

っ
て
は
親
の
意
志
を
変
更
し
得
な
い
。
よ
っ
て
、
子
の
と
り
得
る

対
策
と
し
て
は
、
「
不
義
」
が
実
現
し
た
結
果
に
操
作
を
加
え
る
と

い
う
も
の
の
み
と
な
る
。

子
日
く
、
（
引
用
者
注
…
…
諫
争
の
）
入
る
べ
き
や
、
吾
れ
其

の
過
に
任
ず
。
入
る
べ
か
ら
ざ
る
や
、
吾
れ
其
の
罪
を
辞
せ

ん
、
と
（
子
日
、
可
入
也
、
吾
任
其
過
。
不
可
入
也
、
吾
辞

其
罪
。
）
。
（
『
大
戴
礼
』
曽
子
立
孝
）

諫
め
て
用
い
ら
れ
ざ
れ
ば
、
之
を
行
な
う
に
己
に
由
る
が
如

く
す
（
諫
而
不
用
、
行
之
如
由
己
。
）
。
（
『
大
戴
礼
』
曽
子
事

父
母
）

こ
の
よ
う
に
、
『
大
戴
礼
』
に
収
録
さ
れ
る
『
曽
子
』
と
さ
れ
る

部
分
（
注
11)

で
は
「
不
義
」
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
過
ち
や
罪
を
、

「
己
に
帰
す
」
と
い
う
解
決
策
を
提
示
す
る
（
注
12)°

明
確
に
、
諫

争
が
最
後
ま
で
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
を
設
定
す
る
視

点
と
、
そ
れ
に
対
す
る
解
決
策
を
提
示
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
曽

子
学
派
所
産
と
さ
れ
る
篇
の
特
徴
と
い
え
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
も

「
不
義
」
の
防
止
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
不
義
の
防
止
」
と
い
う

観
点
か
ら
い
え
ば
諫
争
の
失
敗
で
あ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
「
不
義
」
を
子
の
自
発
的
な
意
思
に
よ
っ
て
行
な
っ
た

と
装
い
、
過
ち
や
罪
を
「
己
に
帰
」
せ
ば
、
表
面
上
は
父
母
に
過

ち
や
罪
は
及
ば
ず
、
「
父
母
の
不
利
益
を
除
く
」
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、
父
母
の
「
不
義
」
が
実
現
し
て
も
、
そ
の
結
果
発
生
す
る

「
不
利
益
」
が
父
母
に
帰
す
こ
と
は
防
止
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

「
不
利
益
を
除
く
」
こ
と
が
、
親
が
諫
争
を
容
れ
る
か
ど
う
か
に

関
わ
ら
ず
達
成
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
あ
げ
た
他
の
諸
文
献
が

諫
争
を
「
子
が
諫
争
す
る
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
み
と
捉
え
て
い

る
の
に
対
し
て
、
『
曽
子
』
が
「
そ
の
結
果
親
の
利
益
が
増
大
す
る
」

こ
と
ま
で
を
諫
争
と
捉
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

父
母
が
ど
う
し
て
も
諫
争
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
子
は
父
母
に

「
過
」
が
及
ば
な
い
よ
う
に
で
き
る
の
み
で
あ
り
、
諫
争
は
父
母

の
行
為
を
改
め
さ
せ
る
強
制
力
を
持
た
な
い
。
こ
れ
が
諫
争
の
限

界
で
あ
る
が
、
子
が
「
己
に
帰
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
諫
争
が
不

成
功
に
終
わ
り
「
不
義
」
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、
「
親
の
不
利
益
」

は
回
避
さ
れ
う
る
。
こ
れ
は
、
諫
争
の
理
由
が
「
道
義
」
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
「
養
親

(II
親
の
不
利
益
を
除
く
）
」
に
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
三
章

親
の
命
に
対
す
る
不
服
従

(21) 
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儒
家
系
文
献
で
は
、
諫
争
と
い
う
父
母
の
命
に
反
す
る
行
為
は
、

畢
党
「
養
親
」
の
た
め
に
行
な
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

「
義
」
を
題
目
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
論
化
さ
れ
て
い
た
と
い

え
る
。
で
は
、
諫
争
や
「
不
服
従
」
と
い
っ
た
行
為
は
、
一
般
的

に
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
孝
子
と
い
わ
れ
る
人
物
の
、
諫
争
し
て
も
聞
き
入
れ
ら

れ
ず
「
不
服
従
」
を
行
な
っ
た
こ
と
を
記
す
逸
話
か
ら
考
察
す
る
。

諫
争
は
強
制
力
を
持
た
ず
、
父
母
に
聞
き
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば

機
能
し
な
い
。
父
母
が
諫
争
を
聞
き
入
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
親

の
意
見
の
方
が
「
義
」
で
あ
る
、
と
い
う
可
能
性
は
、
そ
も
そ
も

子
の
判
断
力
が
勝
っ
て
い
る
と
の
仮
定
の
上
に
諫
争
論
が
成
り
立

っ
て
い
る
た
め
排
除
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
「
義
」
に
則
し
た
諫
争
が

聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
諫
争
が

聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
理
由
は
、
父
母
が
正
し
い
諫
争
を
聞
き
入
れ

な
い
よ
う
な
人
間
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
に
収
倣
す
る
。
所
謂
孝

子
伝
と
言
わ
れ
る
逸
話
は
、
子
の
孝
行
に
よ
っ
て
親
が
改
心
す
る
、

と
い
う
孝
行
の
成
功
諏
で
な
け
れ
ば
啓
蒙
書
と
し
て
の
意
味
を
な

さ
な
い
で
あ
ろ
か
ら
、
最
後
ま
で
諫
争
を
聞
き
入
れ
な
い
よ
う
な

父
母
の
登
場
す
る
説
話
や
伝
記
は
非
常
に
稀
で
あ
る
が
、
数
少
な

第
一
節

後
嗣
を
得
る
た
め
の
不
服
従

孟
子
日
く
、
不
孝
に
三
有
り
。
後
無
し
を
大
と
為
す
。
舜

告
げ
ず
し
て
要
る
、
後
無
き
が
為
な
り
。
君
子
以
て
猶
お
告

ぐ
る
が
ご
と
き
と
為
す
（
孟
子
日
、
不
孝
有
三
。
無
後
為
大
。

舜
不
告
而
姿
、
為
無
後
也
。
君
子
以
為
猶
告
也
。
）
。
（
『
孟
子
』

離
婁
上
）

こ
こ
で
、
舜
は
父
母
に
告
げ
ず
に
結
婚
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

舜
の
父
母
は
、
「
父
頑
、
母
盤
（
『
尚
書
』
尭
典
）
」
と
さ
れ
る
、

い
わ
ば
不
徳
者
の
代
名
詞
で
あ
り
、
諫
争
を
聞
き
入
れ
な
い
人
物

と
し
て
描
か
れ
る
。
舜
は
、
結
婚
せ
ず
後
嗣
が
無
い
と
い
う
父
母

の
不
利
益
を
回
避
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
本
来
な
ら

子
で
あ
る
舜
が
、
己
の
結
婚
を
許
可
す
る
よ
う
に
と
諫
争
す
べ
き

状
況
で
あ
る
（
注
13)°

し
か
し
、
父
母
の
性
格
設
定
か
ら
、
諫
争
に

よ
っ
て
父
母
の
考
え
を
改
め
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
が
明

白
で
あ
る
以
上
、
後
嗣
を
得
る
た
め
に
採
り
う
る
手
段
は
父
母
に

告
げ
ず
に
結
婚
す
る
と
い
う
も
の
し
か
な
い
。
こ
こ
に
は
「
以
為

猶
告
也
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
告
げ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
詭
弁
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
も
し
舜
が
結
婚
を
父
母

に
告
げ
れ
ば
、
父
母
は
必
ず
反
対
し
、
そ
こ
で
舜
が
「
後
無
」
を

理
由
に
諫
争
し
た
と
し
て
も
そ
の
諫
争
を
聞
き
入
れ
な
い
で
あ
ろ

う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
「
不
告
」
は
、
「
結
婚

い
例
と
し
て
は
、
舜
の
父
母
の
例
が
あ
る
。
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を
許
さ
な
い
」
と
い
う
、
想
定
さ
れ
る
父
母
の
命
に
「
不
服
従
」

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

孟
子
の
解
釈
で
は
、
舜
は
、
諫
争
は
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
、
と

予
測
し
、
そ
れ
が
「
不
孝
」
な
結
果
を
も
た
ら
す
と
判
断
し
て
、

「
不
告

(II
不
服
従
）
」
と
い
う
手
段
を
採
っ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
か
ら
、
「
不
服
従
」
を
容
認
す
る
根
拠
と
し
て
、
父
命
に
服
従

す
る
と
「
不
孝
」
と
な
る
、
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
な
お
か
つ
そ

の
場
合
に
は
、
諫
争
を
せ
ず
に
「
不
告
」
と
い
う
手
段
を
採
る
こ

と
が
容
認
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
「
不
告
」
は
、
諫
争
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
に
は
誰

で
も
使
用
が
容
認
さ
れ
る
手
段
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
舜

の
み
に
認
め
ら
れ
る
特
殊
な
手
段
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
当
条
の
諸
注
釈
を
参
照
す
る
と
、
当
条
『
孟
子
章
句
集

注
』
は
「
苑
氏
日
」
と
し
て
「
若
し
、
父
瞥
聰
に
非
ず
、
子
大
舜

に
非
ず
し
て
、
告
げ
ず
し
て
婆
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
則
ち
天
下
の
罪

人
な
り
（
苑
氏
日
…
…
若
父
非
瞥
聰
、
子
非
大
舜
、
而
欲
不
告
而

姿
、
則
天
下
之
罪
人
也
。
）
。
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、
瞥
聰
と
い
う

不
徳
者
の
親
と
舜
と
い
う
聖
人
で
あ
る
子
と
の
間
で
あ
る
か
ら
こ

そ
是
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
見
は
、
二
者
の

人
格
設
定
か
ら
考
え
て
、
説
得
力
を
感
じ
さ
せ
は
す
る
。
し
か
し
、

瞥
聰
と
舜
と
と
い
う
甚
だ
し
い
倫
理
性
の
差
は
現
実
に
は
存
在
し

な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
苑
氏
の
説
は
、
他
の
事
例
に
演
繹
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
類
似
の
状
況
が
舜
以
外
の
人
間
に
発
生
し
た
場

合
に
は
「
不
服
従
」
を
抑
止
す
る
効
力
を
持
つ
に
す
ぎ
な
い
。

当
条
趙
注
は
、
「
要
ら
ず
し
て
子
無
く
、
先
祖
の
祀
を
絶
つ
。
」

こ
と
を
指
し
て
、
「
三
者
の
中
、
後
無
き
を
大
と
為
す
。
」
と
す
る
。

ま
た
、
万
章
上
篇
で
は
、
万
章
の
「
舜
の
告
げ
ず
し
て
婆
る
は
何

ぞ
や
」
と
の
問
い
に
、
孟
子
は
「
如
し
告
ぐ
れ
ば
則
ち
人
の
大
倫

を
廃
し
、
以
て
父
母
に
慰
ま
る
（
如
告
則
際
人
之
大
倫
以
慰
父
母

（注
1
4
)
o
)

」
と
答
え
て
お
り
、
趙
注
に
は
「
是
れ
人
の
大
倫
を
廃
せ

ば
、
以
て
父
母
に
怨
慰
さ
る
な
り
（
是
廃
人
之
大
倫
、
以
怨
慰
於

父
母
也
。
）
。
」
と
あ
り
、
偽
孫
疏
は
当
条
を
解
し
て
「
惟
だ
先
祖

に
以
て
後
を
承
く
無
く
、
舟
に
し
て
以
て
継
ぐ
無
し
。
不
孝
の
大

な
る
者
為
り
（
惟
先
祖
無
以
承
後
、
舟
無
以
継
。
為
不
孝
之
大

者
。
）
。
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
古
注
系
の
解
釈
に
従
え
ば
、
「
無
後
」

は
先
祖
の
祭
祀
を
絶
つ
が
た
め
に
不
孝
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

そ
れ
が
た
め
に
、
「
無
後
」
を
避
け
る
た
め
に
は
「
不
服
従
」
も
や

む
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
「
父
母
の
命
」
よ
り
「
後
嗣
」

を
上
位
に
置
く
と
い
う
考
え
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
不
告
」
を
許
容

す
る
条
件
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
考
え
に
従
え
ば
、
縦
い
舜

以
外
の
人
間
で
あ
っ
て
も
「
後
嗣
」
の
た
め
な
ら
ば
「
不
服
従
」

で
あ
っ
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

前
章
ま
で
で
、
諫
争
が
「
養
親
」
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
舜
の
事
例
で
は
、
「
不
告
」
の
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「
不
服
従
」
が
容
認
さ
れ
る
理
由
は
、
と
「
後
嗣
」
と

で
あ
る
。
で
は
、
「
養
親
」
と
「
後
嗣
」
と
が
背
反
す
る
場
合
に
は
、

ど
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
節
ま
で
、
主
に
先
秦
よ
り
漢
代
に
い
た
る
儒
家
系
文
献
を
中

心
に
考
察
し
て
き
た
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
「
養
親
」
と
「
後

嗣
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
や
や
時
代
は
下
る
が
、
よ
く
知
ら
れ
た
孝
子

輝
集
で
あ
る
『
二
十
四
孝
』
を
用
い
て
考
察
す
る
（
注
1
6
)
0

『
二
十
四
孝
』
に
、
「
為
母
埋
児
」
と
い
う
話
が
見
え
る
。
『
ニ

十
四
孝
』
に
は
多
数
の
版
本
系
列
が
存
在
し
、
細
か
い
点
で
記
述

に
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
大
筋
は
、
「
郭
巨
の
家
は
貧
し
く
食
に
事

欠
く
た
め
、
郭
巨
の
母
親
は
己
の
食
を
減
ら
し
て
孫
に
与
え
る
。

こ
れ
を
案
じ
た
郭
巨
が
妻
と
謀
っ
て
我
が
子
を
埋
め
よ
う
と
す
る
。

穴
を
掘
っ
た
際
に
金
を
掘
り
出
し
、
子
は
埋
め
ら
れ
る
の
を
免
れ

る
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

二
節
養
親
の
た
め
の
不
服
従

理
由
は
「
後
嗣
」
を
得
る
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
は
直
戟
「
養
親
」

に
は
関
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
「
不
告
」
や
諫
争
と
い
っ
た
「
不
服

従
」
が
許
さ
れ
る
根
拠
に
は
、
と
「
後
嗣
」
と
が
あ
る
こ

と
に
な
る
（
注
15)0

な
お
、
類
似
し
た
話
が
類
書
・
変
文
な
ど
に
散
見
し
、
『
二
十
四

孝
』
所
収
の
説
話
は
、
こ
れ
ら
を
基
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
話
で
は
、
郭
巨
と
そ
の
妻
と
は
、
母
を
養
う
た
め
に
子
を
殺
す

こ
と
を
選
択
す
る
。
こ
の
子
が
「
後
嗣
」
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

『
二
十
四
孝
』
に
は
明
言
は
な
い
が
、
こ
の
説
話
の
基
に
な
っ
た

で
あ
ろ
う
、
「
宋
射
孝
子
伝
」
・
「
劉
向
孝
子
図
」
・
『
法
苑
珠
林
』

所
収
の
説
話
で
は
孫
を
男
児
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
文
の
趣
意
か

ら
も
、
子
は
一
人
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
注
17)°

男
児
が
一
人

で
、
そ
れ
を
埋
め
て
し
ま
う
と
す
れ
ば
、
将
来
は
と
も
か
く
こ
の

時
点
で
の
後
嗣
の
確
保
は
放
棄
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り

こ
こ
で
は
、
経
済
的
な
事
情
に
よ
り
、
「
養
親
」
と
「
後
嗣
（
の
確

保
）
」
と
が
両
立
し
な
い
状
況
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
己
の
食
を
分
け
与
え
る
ほ
ど
可
愛
が
っ
て
い
る
孫
で
あ

る
な
ら
、
当
然
郭
巨
が
子
を
埋
め
る
こ
と
を
母
に
告
げ
れ
ば
反
対

し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
母
に
は
「
不
告
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易

に
想
像
が
つ
く
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
母
に
「
不
告
」
で
あ
る
理
由
は
「
無
後
」
の

た
め
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
後
嗣
」
を
担
う
べ
き
男
児
を

殺
し
て
「
無
後
」
と
な
っ
て
も
、
母
の
食
を
増
加
す
る
こ
と
を
選

択
す
る
よ
う
に
、
郭
巨
夫
妻
は
「
後
嗣
」
よ
り
も
「
養
親
」
を
優

先
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
注
1
8
)
0

ま
た
、
予
想
さ
れ
る
母
の
命
令
は
「
孫
を
殺
す
な
」
で
あ
り
、
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普
遍
的
な
道
徳
規
範
（
本
稿
で
い
う
「
道
義
」
）
に
反
す
る
も
の
と

も
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
郭
巨

夫
妻
は
「
不
告
」
と
い
う
手
段
を
採
る
。
無
論
、
こ
れ
は
説
話
で

あ
っ
て
儒
家
系
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
劉

向
や
宋
射
の
撰
書
に
収
録
さ
れ
、
さ
ら
に
『
二
十
四
孝
』
に
収
録

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
こ
の
行
為
は
孝
子
諏
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
以
上
よ
り
、
こ
の
説
話
に
お
い
て
は
、

「
後
嗣
」
の
確
保
よ
り
も
「
養
親
」
が
優
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、

「
告
」
げ
る
こ
と
に
よ
り
父
母
が
下
す
と
予
想
さ
れ
る
命
が
「
養

親
」
に
背
反
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
「
不
告
」
と
い
う
手
段
を
採
り

う
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
舜
の
逸
話
で
は
、
「
服
従
」
よ
り
も
、
「
後
嗣
」
の
確

保
が
上
位
の
当
為
と
さ
れ
て
お
り
、
郭
巨
の
場
合
は
、
「
後
嗣
」
よ

り
も
、
「
養
親
」
が
上
位
の
当
為
と
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
『
明
史
』
に
は
、
江
伯
児
の
話
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

二
十
七
年
九
月
に
至
り
、
山
東
の
守
臣
言
え
ら
く
、
「
日
照

の
民
江
伯
児
、
母
疾
み
、
脇
肉
を
割
き
て
以
て
療
す
も
愈

え
ず
。
岱
嶽
の
神
に
、
母
の
疾
、
膠
え
ん
こ
と
を
藤
り
て
、

子
を
殺
し
て
以
て
祀
る
を
願
う
。
已
に
摺
ゆ
る
を
果
た
し
、

党
に
其
の
三
歳
の
児
を
殺
す
。
」
と
（
至
二
十
七
年
九
月
、

山
東
守
臣
言
、
「
日
照
民
江
伯
児
、
母
疾
、
割
脇
肉
以
療
不

愈
。
禰
岱
嶽
神
、
母
疾
膠
、
願
殺
子
以
祀
。
已
果
瘍
、
党
殺

其
三
歳
児
。
」
）
。
（
『
明
史
』
巻
二
九
六
孝
義
伝
）

こ
れ
は
、
母
の
病
が
平
癒
す
れ
ば
己
の
三
歳
の
子
を
殺
し
て
祀

る
と
岱
嶽
の
神
に
祈
り
、
母
の
病
が
い
え
た
た
め
、
子
を
殺
し
て

供
え
物
と
し
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
話
で
も
、
「
養
親
」
の

た
め
に
「
後
嗣
」
を
担
う
べ
き
男
児
を
殺
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

『
明
史
』
で
は
、
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
時
の
皇
帝
が
怒
っ
た
と
続

く
が
、
こ
の
話
は
「
孝
義
伝
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

一
般
的
に
は
孝
行
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
尊
属
の
た
め
に
卑
属
を
犠
牲
と
な
す
が
ご
と
き
行

為
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
否
定
的
な
見
解
も
存
在
す
る
（
注
19)0

し
か
し
、
『
明
史
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
時
の
朝
廷
が
割
股
な
ど
を

禁
止
し
て
も
、
以
後
も
割
股
の
風
習
は
衰
え
な
か
っ
た
。
当
然
、

「
養
親
」
の
た
め
に
「
後
嗣
」
を
犠
牲
と
す
る
行
為
も
行
な
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
は
、
民
衆
に
と
っ
て
は
、

直
赦
の
「
養
親
」
が
「
後
嗣
」
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
当
為
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

前
節
で
、
「
後
嗣
」
が
「
服
従
」
に
優
先
す
る
当
為
で
あ
る
と
確

認
し
た
。
本
節
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
親
に
対
す
る
当
為
の
優
先

順
位
は
「
養
親
」
・
「
後
嗣
」
・
「
服
従
」
の
順
で
あ
る
と
の
認
識
が
、
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か
な
り
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
父
母
の

命
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
順
位
に
甑
甑
を
き
た
す
場
合

に
は
、
そ
の
命
が
「
道
義
」
に
反
す
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、

そ
の
よ
う
な
命
が
下
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
「
不
告
」
即
「
不

服
従
」
と
い
っ
た
手
段
を
採
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る。
父
母
へ
の
「
服
従
」
は
孝
の
主
要
な
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
に
反
す
る
諫
争
も
ま
た
孝
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
父
母
の
命

が
「
不
義
」
で
あ
っ
た
場
合
に
限
っ
て
容
認
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、

諫
争
の
根
拠
と
な
る
の
は
「
義
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
「
義
」
は
、
理
念
上
は
と
も
か
く
、
実
際
に
は
「
道
義
」
と
し

て
機
能
し
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
畢
党
「
養
親
」
の
為
の
題
目
と

い
っ
て
よ
い
。

こ
れ
は
、
諫
争
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
に
顕
著
に
現
れ
る
。

諫
争
は
父
母
に
対
す
る
強
制
力
を
持
た
な
い
た
め
、
諫
争
を
続
け

て
も
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
、
結
果
的
に
は
父
母
の
行
為
を
改
め
さ

せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
際
に
も
、
曽
子
学
派
の
解
釈
で
は
、

諫
争
の
失
敗
に
よ
り
「
不
義
」
の
抑
止
が
叶
わ
ず
と
も
、
「
己
に
帰

す
」
と
い
う
解
決
策
が
提
示
さ
れ
「
養
親
」
は
達
成
さ
れ
る
。
つ

お
わ
り
に

注

ま
り
、
「
道
義
」
は
全
う
さ
れ
ず
と
も
「
養
親
」
が
達
成
さ
れ
る
手

段
を
選
択
す
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
服
従
す
る
と
「
不
孝
」
と
な
る
と
子
が
予
想
し
た
場
合
、

現
実
に
行
為
や
命
令
を
改
め
さ
せ
る
と
い
う
効
力
を
持
た
な
い
諫

争
を
行
な
わ
ず
、
「
不
告
」
と
い
う
手
段
を
用
い
る
こ
と
も
是
認
さ

れ
る
。
そ
う
し
て
、
「
不
告
」
を
用
い
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
る
理
由

に
は
、
「
養
親
」
．
「
後
嗣
」
と
い
う
序
列
が
あ
る
。
ま
た
、
「
不
告
」

は
、
親
の
命
が
「
道
義
」
に
反
す
る
か
ど
う
か
に
は
拘
束
さ
れ
ず
、

「
養
親
」
を
全
う
出
来
る
か
ど
う
か
が
そ
の
根
拠
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
見
「
父
母
へ
の
服
従
」
と
い
う
孝
よ
り
逸
脱

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
諫
争
や
「
不
告
」
も
、
結
局
は
「
養

親
」
と
い
う
「
存
命
中
の
親
の
利
益
を
最
大
化
す
る
」
行
為
の
部

分
で
あ
り
、
そ
の
目
的
も
「
道
義
」
の
完
遂
と
い
う
よ
り
は
、
あ

く
ま
で
「
養
親
」
に
あ
っ
た
と
え
よ
う
。

(
1
)

本
稿
で
は
、
親
子
関
係
の
み
に
つ
い
て
論
じ
る
た
め
、
以
下
、
「
父

母
に
対
す
る
諫
争
」
を
「
諫
争
」
と
表
記
す
る
。

(
2
)

作
者
未
詳
。
諸
家
の
『
孝
子
伝
』
を
逸
集
し
た
茄
洋
林
『
古
孝
子

伝
』
は
、
「
『
隋
唐
志
』
の
諸
家
『
孝
子
伝
』
の
外
、
又
雑
『
孝
子
伝
』

有
り
。
」
（
自
注
）
と
し
て
い
る
。

(
3
)

『
説
苑
』
建
本
篇
も
、
「
身
を
殺
し
て
以
て
父
を
不
義
に
陥
れ
る
。

(26) 
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不
孝
、
執
れ
か
是
よ
り
大
な
ら
ん
。
」
と
あ
り
、
親
が
「
不
義
」
に
陥

る
こ
と
は
防
止
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
。
な
お
、
『
孔
子
家
語
』
六
本
篇

に
も
同
意
の
文
章
が
存
在
す
る
。

(
4
)
ま
た
、
諫
争
の
根
拠
を
「
道
」
と
す
る
も
の
「
若
し
道
に
中
れ
ば
、

則
ち
従
う
。
若
し
道
に
中
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
諫
む
。
（
『
大
戴
礼
』
曽

子
事
父
母
）
」
な
ど
が
あ
る
が
、
あ
る
概
念
を
親
の
命
よ
り
重
ん
ず
る

と
い
う
点
よ
り
、
こ
の
「
道
」
も
「
義
」
と
ほ
ぽ
同
義
と
考
え
、
本

稿
で
は
「
義
」
に
ま
と
め
る
。

(
5
)
「
不
義
」
を
諫
争
の
条
件
と
す
る
、
こ
の
『
荀
子
』
子
道
篇
の
一
部

と
『
孝
経
』
諫
争
章
と
は
、
周
知
の
通
り
文
意
・
文
字
共
に
ほ
ぼ
共

通
し
て
お
り
、
同
一
の
学
派
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
こ
の
二
者
の
指
す
「
不
義
」
は
ほ
ぽ
同
義
で
あ
る
と
し
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

(
6
)
以
下
、
親
子
と
い
う
近
親
関
係
の
理
論
よ
り
独
立
し
、
さ
ら
に
優

越
す
る
当
為
を
「
道
義
」
と
表
記
す
る
。

(
7
)
以
下
本
稿
で
は
、
存
命
中
の
父
母
の
利
益
を
増
大
さ
せ
る
、
ま
た

は
不
利
益
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
な
子
の
行
為
を
「
養
親
」
と
表
記
す

る。

(
8
)
『
臣
軌
』
匡
諫
章
に
、
「
孝
経
日
、
従
父
之
令
、
焉
得
為
孝
乎
。
」
に

続
い
て
「
鄭
玄
日
、
委
曲
従
君
父
之
令
、
善
只
為
善
、
悪
只
為
悪
、

又
焉
得
為
忠
臣
孝
子
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
林
秀
一
氏
「
敦
煙
遺
書
孝

経
鄭
注
復
原
に
関
す
る
研
究
」
（
『
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
』

昭
和
三
一
年
後
に
、
『
孝
経
学
論
集
』
明
治
書
院

五
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
注
は
敦
煙
遺
書
孝
経
鄭
注
に
は
見
え
な

い
の
だ
が
、
本
稿
で
は
「
不
義
」
の
解
釈
と
し
て
考
察
す
る
に
止
め
、

こ
の
問
題
は
措
く
。

(
9
)
『
礼
記
』
坊
記
篇
「
微
諫
不
倦
」
の
鄭
注
に
、
こ
こ
で
あ
げ
た
内
則

篇
の
「
父
母
有
過
、
下
気
恰
色
、
柔
声
以
諫
。
諫
若
不
入
、
起
敬
起

孝
、
説
則
復
諫
。
」
が
引
か
れ
て
お
り
、
「
微
諫
不
倦
」
は
、
諫
争
を

続
け
る
こ
と
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(10)
呉
澄
『
孝
経
定
本
』
や
、
陳
選
『
小
学
句
読
』
な
ど
も
同
様
の
解

釈
を
採
る
。

(
1
1
)
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
「
又
『
芸
文
志
』
、
『
曽
子
』
十
八
篇

久
し
う
逸
す
。
是
書
、
猶
お
其
の
十
篇
を
存
す
。
「
立
事
」
よ
り
「
天

円
」
に
至
る
篇
、
題
上
、
悉
く
冠
す
る
に
曽
子
を
以
て
す
る
者
、
是

な
り
（
又
『
芸
文
志
』
『
曽
子
』
十
八
篇
久
逸
。
是
書
猶
存
其
十
篇
゜

自
「
立
事
」
至
「
天
円
」
篇
題
上
悉
冠
以
曽
子
者
是
也
。
）
。
」
（
経
部

二
十
一
礼
類
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、
『
大
戴
礼
』
の
「
曽
子
立
事
」

よ
り
「
曽
子
天
円
」
ま
で
の
十
篇
は
『
曽
子
』
よ
り
の
採
録
だ
と
さ

れ
る
。

せ

(12)

こ
の
「
吾
辞
其
罪
」
に
つ
い
て
は
、
王
聘
珍
注
に
「
内
に
自
ら
訟

と
く

む
を
謂
う
」
と
あ
り
、
『
尚
書
』
大
萬
膜
の
「
罪
を
負
い
罵
を
引
き
」

を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
如
由
己
」
に
つ
い
て
は
、
王
注
に
「
過

て
ば
則
ち
己
に
帰
す
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
過
ち
を
行
な
う
と
い

第
七
号

昭
和
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う
道
義
的
な
罪
や
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
不
利
益
（
法
律
上
の
罰
を

含
む
で
あ
ろ
う
）
と
と
ら
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
1
3
)
た
だ
し
、
こ
の
「
無
後
」
は
『
孟
子
』
の
説
で
あ
り
、
異
論
も
あ

る
。
例
え
ば
、
中
井
履
軒
『
孟
子
逢
原
』
は
、
「
兄
弟
に
子
有
り
、
以

て
奉
祀
す
べ
し
。
：
．．．． 
何
と
な
ら
ば
則
ち
、
舜
に
弟
象
有
り
。
象
即

ち
多
子
有
り
。
乏
祀
の
憂
無
し
（
兄
弟
有
子
、
可
以
奉
祀
。
…
…
何

則
舜
有
弟
象
。
象
即
有
多
子
。
無
乏
祀
之
憂
。
）
。
」
と
し
て
、
こ
の
状

況
を
「
無
後
」
で
は
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
。

(
1
4
)
こ
の
「
慰
」
は
諸
注
釈
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
さ
れ
て
い
る

が
、
本
稿
で
は
趙
注
・
朱
注
の
「
う
ら
む
」
と
い
う
解
釈
に
従
う
。

(
1
5
)
た
だ
、
司
馬
光
が
「
（
筆
者
注
…
…
諫
争
し
て
父
母
が
従
わ
な
か
っ

た
場
合
に
）
荀
も
事
に
於
て
大
害
無
き
者
は
、
亦
た
当
に
曲
従
す
べ

し
。
若
し
父
母
の
命
を
以
て
非
と
為
し
、
直
ち
に
己
の
志
を
行
な
わ

ば
、
執
る
所
皆
是
な
り
と
雖
も
、
猶
お
不
順
の
子
と
為
す
（
荀
干
事

無
大
害
者
、
亦
当
曲
従
。
若
以
父
母
之
命
為
非
、
而
直
行
己
志
、
雖

所
執
皆
是
、
猶
為
不
順
之
子
。
）
。
」
（
『
涼
水
家
儀
』
）
と
す
る
よ
う
に
、

「
不
告
」
を
認
め
な
い
立
場
も
あ
る
。

(
1
6
)
本
節
で
用
い
た
資
料
は
宋
以
降
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
表
さ
れ
た
精
神
は
各
々
の
時
代
の
特
殊
性
に
左

右
さ
れ
に
く
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
考
察
の
対
象
と
し
た
。

ま
た
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
節
で
の
考
察
は
、
先
秦
よ
り
漢
代
と
い
っ

た
時
代
に
も
あ
る
て
い
ど
応
用
が
効
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
1
7
)
『
初
学
記
』
巻
一
七
・
『
太
平
御
覧
』
巻
四
―
-
「
劉
向
孝
子
図
日
」
．

同
巻
八
―
-
「
宗
射
孝
子
伝
日
」
・
『
法
苑
珠
林
』
巻
六
二
忠
孝
篇
な

ど
に
類
似
の
話
が
見
え
る
。
た
だ
、
こ
の
う
ち
で
は
、
「
宋
射
孝
子
伝
」

の
み
、
子
を
埋
め
る
理
由
と
し
て
「
不
得
営
業
、
妨
於
供
養
。
」
と
あ

り
、
母
の
為
か
ど
う
か
は
明
示
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
飯
島
忠
夫
氏
『
孝

経
講
話
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
昭
和
九
年
）
所
収
の
二
十
四
孝
（
有

朋
文
庫
の
『
御
伽
草
子
』
を
底
本
と
す
る
）
で
は
、
「
所
詮
汝
と
夫
婦

た
ら
ば
子
二
度
有
る
べ
し
」
と
の
一
文
が
あ
り
、
後
嗣
問
題
は
先
送

り
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
古
孝
子
伝
の
逸
文
に
つ
い
て

は
、
『
孝
子
伝
の
研
究
』
（
黒
田
彰
思
文
閣
出
版
二

0
0
一年）

に
詳
し
い
。

(
1
8
)
『
孝
子
録
』
所
収
の
「
明
達
売
子
」
な
ど
も
、
「
郭
巨
埋
子
」
と
同

型
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
1
9
)
『
明
史
』
に
は
続
い
て
、
「
礼
臣
議
し
て
日
く
、
…
…
個
し
父
母
に

止
だ
一
子
有
る
の
み
な
れ
ば
、
或
い
は
肝
を
割
き
生
を
喪
い
、
或
い

は
氷
に
臥
し
死
を
致
せ
ば
、
父
母
を
し
て
依
る
無
さ
し
め
、
宗
祀
、

永
に
絶
つ
。
反
っ
て
不
孝
の
大
と
為
る
（
礼
臣
議
日
、
…
…
倫
父
母

止
有
一
子
、
或
割
肝
而
喪
生
、
或
臥
氷
而
致
死
、
使
父
母
無
依
、
宗

祀
永
絶
、
反
為
不
孝
之
大
。
）
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
郭
巨
や
江
伯
児

の
よ
う
な
行
為
が
「
後
嗣
」
の
確
保
と
背
反
す
る
と
い
う
点
を
指
摘

し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た

訳
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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